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【問い合わせ先】 

           美東地域未来を拓く学校づくり協議会 

                  （美祢市教育委員会事務局 教育総務課） 
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本協議会は令和７年４月に施設隣接型で美東小学校を開校し、令和９年４

月に施設一体型での供用開始を目指しています。 

 各部会の協議事項報告内容  

総務部会・第３回 令和６年７月１８日（木）美東センターで開催 

・メモリアルルームの要望があり、施設整備部会で検討されています。 

ＰＴＡ部会・第３回 令和６年８月２１日（水）美東センターで開催 

・スクールバスのルートや乗降場所については概ね了解が得られ、変更は 3 月まで継続協議となりました。 

・各ＰＴＡ組織の規約を比較して今後は新年度に組織を立ち上げられるように関係者で協議が始まりました。 

教務部会・第３回 令和６年８月５日（月）美東センターで開催 

・魅力あるカリキュラムに関しては先を見通しつつ最終的に目指すものについて考えていく事となっています。 

・校則及び地域連携カリキュラムが学校側から示され、今後の部会で議論されることとなっています。 

・6 月 28 日の予定だった八女市の先進地視察は豪雨で相手先が休校のため 10 月 4 日に延期となっています。 

施設整備部会・第３回 令和６年７月１１日（木）美東センターで開催 

・校舎の 1 階を特別支援と小学校低学年の教室とし、2 階を小学校高学年と中学生の教室とする計画です。 

・美東中の昇降口の辺りに職員室棟を建てて校長室、職員室、会議室、職員トイレを設ける計画です。 

・現在の多目的ルームに空調を設け図書室兼異学年交流スペースとする計画です。 

・現在の記念公園の部分に駐車場及びスクールバスの回転場を設ける計画です。 

 協議会での協議・決定事項  

・総務部会で決定された標準服については保護者アンケ

ートを尊重し、現在の美東地域の小学校と同じデザイン

にすると決定されました。 

・総務部会で決定された校歌（歌詞）は児童アンケート結

果を尊重して、65 作品中右の 新潟県 飯田 英範(い

いだ ひでのり)さんの作品に決定され、現在は曲を公募

しています。 

・総務部会で決定された校章は児童アンケート結果を尊重して、130 作品中 山口県 松岡 稔(まつおか みのる)

さんの作品に決定されました（裏面にデザインの説明があります。）。 

・第２回協議会で継承式とすることが決定されていましたが、総務部会では閉校式ではないかという意見があり、

部会で決定できなかった式典の名称について従来どおり閉校式とし、継承は今後検討することになりました。 

 

 

   

第３回の協議会を８月２７日（火）に綾木ふるさとセンターで開催しました 

美祢市美東地域未来を拓く学校づくり協議会だより③ 

第４回の協議会は１０月３１日（木）に赤郷交流センターで開催予定です 

選ばれた新潟県 飯田 英範(いいだ ひでのり)さんの歌詞 
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選ばれた美東小学校の校章デザインの説明をします 

＜作者のデザインについての説明＞ 

美東にあった 6 小学校の校章を合体させました。たとえ閉校しても、各学校の歴史、伝統、想いは引

き継がれるものだと思っています。先輩方が築いてくださった伝統を継承しつつ、新しい小学校『美東

小学校』としてのスタートにふさわしい校章だと思います。みんなに愛されみんなの誇れる学校になり

ますように。 

選ばれた山口県 松岡 

稔(まつおか みのる)

さんの校章デザイン 

赤郷小学校 

Ｍ6～Ｈ3１ 

桂岩小学校 

Ｍ13～Ｈ３ 

大田小学校 

Ｍ5～Ｒ7 

綾木小学校 

Ｍ6～Ｒ7 

淳美小学校 

Ｍ9～Ｒ7 

鳳鳴小学校 

Ｍ6～Ｈ24 

美東地域にあった６小学校の校章の一部（赤い部

分）が合体して校章デザインになっています。 


